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＜ニコニコ委員会：崎谷延好委員＞ 

 

■浅野 久会員：平田会長 大川幹事 一年間ごくろうさま。 

■寺川忠男会員：平田会長 大川幹事 一年間お疲れ様でした。会長幹事の息が

ピッタリと合い素晴らしい一年でした。又、当クラブは本年度創立45周年記念の

年度であり、創立45周年記念式典の実行委員長を仰せつかり、皆様方のあたたか

いご協力を頂き、無事に成功することが出来ました。皆様方に感謝致します。あ

りがとうございました。  

■石井新一会員：平田会長 大川幹事 一年間ご苦労様でした。楽しい一年間でした。今回納会ゴル

フに参加できず残念です。   

■中原光男会員：ニコニコのご協力一年間ありがとうございました。目標が達成できました。ご協力

に感謝申し上げます。 

■並木幸雄会員：平田会長 大川幹事 一年間ご苦労様でした。すばらしいクラブ運営ありがとうご

ざいました。 

■小菅正彦会員：平田会長 大川幹事 あと4日で終わりますね。一年間ご苦労様でした。 

■平田洋一会長：一年間ご協力頂きありがとうございました。 

■髙橋一彦 小澤直之会員：一年間おつかれさまでした。まだまだロータリーライフは続くでしょう

次年度もご協力宜しくお願いいたします。 

■高崎卓也会員：妻の誕生日のお祝いありがとうございました。あとはケーキでごまかします。 

■渕上啓太会員：平田会長 大川幹事 そして理事の皆様一年間お疲れ様でございます。社会奉仕委

員長も大塚会員に引き継ぎました。芋掘りや東北被災地視察など皆様のご協力に心より感謝申し上げ

ます。 

■大川高明幹事：一年間ご協力ありがとうございました。 

 

＜松戸市より＞ 
 

 スポーツ振興基金に寄付のお願い 

《会報編集委員》沖昌彦・長島 正巳・髙橋修・野澤新之助 社会奉仕基金 2,991円 

 

 

   国際ロータリー第2790地区第12分区 
 

松戸北ロータリークラブ 

2017－2018年度 

四つのテスト 

 

言行はこれに照らしてから 

１・真実かどうか 

２・みんなに公平か 

３・好意と友情を深めるか 

４・みんなのためになるかどうか 

 

 

第2208回 例会 2018年6月27日(水) 

■ 例 会 日 - 

■ 例 会 場 - 

■ 事 務 所 - 

■TEL/FAX- 

■Web/Mail- 

毎週水曜日12：30より（第1例会18：30） 

流山市前ヶ崎717「柏日本閣」      

松戸市八ヶ崎1-11-13 ｻﾝﾗｲｽﾞﾊｲﾂ101   

047-711-5950 / 047-711-5910   

www.rc2790-12.jp / kanji＠rc2790-12.jp 

■国際ロータリー会長 イアン H.S. ライズリー 

■第2790地区ガバナー      寺嶋 哲生 

■ 第 1 2 分 区 ガ バ ナ ー 補 佐  安 蒜 俊 雄 

■松戸北ロータリークラブ会長  平田  洋一 

■松戸北ロータリークラブ幹事 大川 高明 



 

 

 

 

＜会長挨拶・報告：平田洋一会長＞   

みなさんこんにちは 

本日は、2017-18年度の最終例会になります。 

次年度の活動計画書の「クラブ活動記録」を作成するにあたって１年間の行事等

を振り返るとそれぞれの活動が思い出され、あっという間の一年間だったと感じ

ます。 

さて、ここで今年度の活動方針を振り返ってみたいと思います。 

活動方針① 

職業倫理を中心に奉仕の理念を掲げ、会員がロ－タリアンに成って良かったと思

うクラブ活動から奉仕の実践につなげ、会員が更なる帰属意識をたかめて活動で

きるよう努力します 

活動方針② 

当クラブとして新たな奉仕活動にチャレンジする為の情報収集をし、戦略計画に繋げて行きます。 

活動方針③ 

楽しい例会にするために、綿密なスケジュール管理を行い例会に於ける年齢差を超えた楽しい例会を

心がけます 

活動方針④ 

継続事業として良質な会員増強を図るために、全会員の参加型増強活動を心がけます。 

以上4項目が今年度の活動方針でしたが、みなさんはそれぞれどのように感じましたでしょうか？ 

実践できましたでしょうか？ 

私の振り返りとしましては、経営者の１人としてロータリーという船の舵取りの難しさを実感しまし

た。 

私も経営者として社員に動いてもらうために、自分の想いをどう伝えたら良いのか日々悩んでおりま

すが、会長職を通して自分の考えを人に伝えること、自分の経験と行動がどのように人を動かすのか

ということを理解することができ、勉強になったように思います。 

さて、話は変わりますが 

「情報」とは「情けに報いる」と書きます。お客様へ利益をもたらすには、「全ての事が情報収集か

ら始まる」、という事を、わが社の行動指針にも掲げています。 

会長職を卒業した後は、少し時間ができると思うので、良くしていただいた北クラブのみなさんの

「情けに報いる」という意味でも、有益な「情報」を提供するためにもう少し幅を広げて自分に何が

出来るのか考え、情報収集をしてこれからの松戸北ロータリークラブの未来にアドバイスできる立場

になり今後のより良い活動につなげることができたらうれしく思います。 

＜第2208回：例会プログラム＞  
12:30 点鐘                   平田洋一会長 

     ロータリーソング斉唱  

     【♪我等の生業】 

12:33 お客様紹介                髙橋一彦会長エレクト 

12:35 会食 

13:00  例会再開 

       会長挨拶・報告              平田洋一会長 

    幹事報告                 大川高明幹事 

13:05 会長・幹事・各委員長成果報告   

13:20【委員会報告】 

     ■社会奉仕委員会  社会奉仕基金発表  渕上啓太委員長 

     ■ニコニコ委員会  本日のニコニコ発表 崎谷延好委員長    

 

13:30 点鐘                                   平田洋一会長 
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結びとなりますが毎週の会長あいさつもこれが最後です。カミカミトークも１年やればもっと慣れて噛

まなくなるかと思いましたが１年では足りなかったようです。ただ、人前に出て話すことは大変よい経

験となりましたので、このような機会を与えていただけて幸せでした。 

なにはともあれこのように最終例会まで務め上げることができましたのも皆様のサポートのお陰です。 

最初は会長職を無事にこなすことができるか不安でしたが、今となってはやってよかったと心から感じ

ます。 

一年間、本当にどうもありがとうございました。 

＜幹事報告：大川高明幹事＞ 

皆さんこんにちは。 

今年度幹事としての成果報告をさせて頂きます。 

まずはこの1年間、会員の皆様にはいろいろとご協力いただきありがとうございま

した。反省点は多々ございますが、今年度初めの挨拶で幹事としての目標は 

①例会を楽しくしたい。 

②会員の「考え方や職業」等を今一度理解しあえる場づくりをしたい。 

この2点でした。 

①の「例会を楽しくしたい」については移動例会を実施し親睦を図りました。 

松戸西ロータリークラブとの合同例会も盛り上がり楽しく実施されました。 

②の「会員の「考え方や職業」等を今一度理解しあえる場づくりをしたい。」について 

新入会員から順番に自己紹介と仕事内容について卓話をしてもらい会員について理解を深めました。 

他の仕事については細かい仕事が数多くありましたが、事務局の足立さんの協力で無事に、すべて完

了しております。 

 

幹事報告 

7月のロータリーレートは110円です。 

 

                   

＜委員会成果報告＞ 
 

池田清ロータリー財団委員長 
活動計画に基づいて財団委員会では会員の皆様方には、特別寄付について36名の

方に賛同をいただき、金36万円を財団委員会本部に送りました。 

 

 

 

渡辺敏弘米山記念奨学会委員長 
今年度も米山記念奨学会への寄付を快く応えていただきましてありがとうござい

ました。今年度の目新しい活動計画は研修委員会とのコラボレーションによる米

山梅吉記念館への探訪でした。これは平田会長の発案によるもので、おそらく会

長は米山記念奨学会を理解するには米山梅吉の人となりを知らなければならない

と考えたからでしょう。北ロータリークラブでは前例もなく唐突のことなので私

ははじめ冗談を言っているのかと思いましたが昨年の10月本当になってしまいま

した。この訪問は多くの会員の参加をいただきまして大変な実りを得たと思って

います。 

次年度も米山奨学会へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
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